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謝会
長

田
渕

捻
子

日
頃
は
、
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員
活

動
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
六
年
岡
山
県
で
誕
生

し
た

「
済
世
顧
問
制
度
」
創
設
か
ら
、
平
成
二
十

九
年
に
は
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
歴
史
の
重
み
、

責
務
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
又
、
今
年
十
二
月
に

は
全
国
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
再
任
さ
れ
た
委
員
、

新
し
く
選
ば
れ
た
委
員
の
方
々
で
ス
タ
ー
ト
致
し

ま
す
。
民
生
児
童
委
員
に
課
せ
ら
れ
る
任
務
は
多

様
化
し
て
い
ま
す
が
、
各
委
員
が
責
任
を
持
っ
て

地
道
に
対
応
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
の
一

つ
に
広
報
誌
(
紙
)

が
送
ら
れ
て
参
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
様
子
、
取
り
組
み
、
目
標
等
が
解
り
、

拝
読
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
"
た
よ
り
〃
の
中
に

い
つ
で
も

「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

の
状
態
に
し
て
お

く
と
の
記
事
を
読
み
、
私
の
心
に
深
く
残
っ
て
い

ま
す
。

年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
「
ス
ト
ッ
プ
」

の
ま
ま

で
前
に
進
ま
ず
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

い
つ
で
も

「
ス
タ
ー
ト
」

で
き
る
様
、
ゆ
っ
く
り

着
実
に
何
事
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
…
…

と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
お
り
、
老
体
に
鞭

打
っ
て
い
ま
す
。
日
常
は
変
わ
ら
な
い
平
凡
な
毎

日
に
幸
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
偏
え
に
周
り
の
皆
様
、

学
区
関
係
者
の
皆
様
、
我
が

委
員
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ

て
こ
そ
と
日
々
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。

(
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掌
)
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㊨金川 づ 手 玉 桑 九 戸 命 番 茶 転 義 重 罪 常 蜘 事 々 も ◆ 寄 令 色 吟 を

※相談内容により福祉の専門機関へつなぎます。


